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B 90 頭部補助被服の着用効果に関する鳶呪（第丿報）

　　　　　　　　　送風;蝕叫柿面皮膚温へ与える影響
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　目的　家冷ii境下で. 細面を被服によ。て被覆するこヒは.防家。ために有効て･’あり.

冬期の屋外スポーツや作業において、日常わ札われが経験するこヒて"ある。そこてぺ本砥

呪て■･IJ、顔面の局所的被覆が、特に送風によって冷却n 気化場らの生体に与える影響tてつ

いて瀦討した.今回は、顧函］皮膚温への効果と、々の温柩感Kついて報告する.

　方法実験は、揮憧条件：気温lO'c ･ 15・C，気湿§～％闘H，気お､晦cの人工気候智

で｀行なった。ﾉ銕面被覆は、全面、局ffi-（前額・頬・専・噪、口）t被覆レたル^t ,レな

ヵヽつた場をの7条件である。被覆には。各匍験哺の顔面にま冶ヽレたマスク:£作成し7用レヽ

託。送風は、試作した風洞を用いて, 奘咄、。て3∂分闇顔Sat冷却した・なお、体幹部ia、

唇璋憧気温に適応した防寒衣を弟用7 -tt.ま風による影響を受けgいよう･'考慮レフ行Ｗ

■7た。被験盾は健康な青年女子A-hである。顔面皮膚温は.前額。頬、頬骨、臓、祭（7）^

部位をサーミスタ温度計て･測定レ、全身なら四涌所の温冷慨、快涵概を投雲ヤゼニた。

　銘果顔面各都位虞膚温､r送風後B分関で急金にｲ球に遠風鳶ヽJ ヒ同時に急速に回復

しr-.しかし. その回復率ば祁位によっマ貿なった。気温旧'>Cにあヽﾚヽては、送風時､凛雅

なし・皮膚温は、荊頒〉頬骨■ 願・頬〉専となっTz、前額は、実験条件、経時､こあヽい1 も

常､二名い温皮を示レ奪は、末梢部特有の経時的変動がみら4＼U。他の樹立は、ぽぼ同傾

向を示レた。顔面平均皮膚温h、顔面被覆卑ならu~'に全身の凰冷感.快適鳶との哨に､J.

それぞれ相関が認､ﾀ）られた。


